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【海外株式市場・経済指標他】 ～やや軟調な指標～ 

・ＮＹダウ平均株価は前日比▲28.32㌦の17042.90㌦で取引終了。 

・９月米ＣＢ消費者信頼感指数は86.0と予想外に前月（93.4）から急低下し、市場予想（92.5）を下回った。

昨年10月の政府機関閉鎖時と同程度の下落幅で過去２ヶ月の著しい改善を吐き出す格好となった。内訳は

現況（93.9→89.4）、期待（93.1→83.7）がそれぞれ大幅に低下。消費者マインドを冷やす材料は特段見

当たらないが、敢えてあげるならば住宅価格・株価の上昇率鈍化が資産効果減衰を通じてマインドを逆回

転させた可能性が指摘できよう。しかしながらこの間のガソリン価格下落など消費刺激要因を踏まえると、

今回の弱い結果には違和感が残る。既発表のミシガン大学調査の改善とも平仄が合わない。雇用判断指数

も▲15.0と前月（▲12.4）から悪化した。 

・９月シカゴＰＭＩは60.5と前月（64.3）から軟化して市場予想（62.0）を下回った。このところ極端に振

れが大きくなっており、基調が読みづらいが均してみれば改善している。 

・７月ケース・シラー住宅価格指数は前月比（ＳＡ）▲0.50％、前年比＋6.75％と予想を下振れた。前月比

マイナスは３ヶ月連続で下落幅も拡大基調、３ヶ月前比年率でも▲0.9％と遂にマイナス圏に突入した。昨

年までの持続不可能な急上昇の反動で多くが説明可能だが、家計・企業にバランスシート調整を強いる可

能性があるため不気味な内容だ。 

 

 

 

＜主要株価指数＞ 11:42 現在

終値 前日比
日経平均※ 16214.78 41.26
ＮＹダウ 17,042.90 -28.32 
ＤＡＸ（独） 9,474.30 51.39
FTSE100（英） 6,622.72 -23.88 
CAC40(仏） 4,416.24 58.17
＜外国為替＞※

109.92 円 0.27 円
1.2614 ㌦ -0.00 ㌦

＜長期金利＞※
日本 0.530 ％ -0.001 ％
米国 2.489 ％ 0.012 ％
英国 2.425 ％ -0.015 ％
ドイツ 0.947 ％ -0.017 ％
フランス 1.285 ％ -0.020 ％
イタリア 2.333 ％ -0.071 ％
スペイン 2.140 ％ -0.083 ％
＜商品＞
ＮＹ原油 94.80 ㌦ 0.23 ㌦
ＮＹ金 1216.60 ㌦ -0.90 ㌦

※は右上記載時刻における直近値。図中の点線は前日終値。

(出所）Bloomberg
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【外国為替相場・債券市場】～USD/JPY110、EUR/USD1.25に到達～ 

・前日のＧ10通貨はUSDがやや強めの展開。USD/JPYは欧州時間から上昇を開始すると一時109.85まで上伸。

EUR/USDはユーロ圏CPIを受けて一時1.26を割れる場面もあったが米金利が上昇幅を縮小すると下値を切り

上げた。１日日本時間でUSD/JPYは水準を切り上げ一時110に到達。 

・米10年金利は＋1.2bpの2.489％。当初の相場は軟調に推移したが米指標下振れを受けて上昇幅縮小。欧州

債市場は総じて堅調。経済指標は９月ユーロ圏CPIが前年比＋0.3％と予想に一致して0.1pt減速。食・ア

ル・タバコ（▲0.3％→＋0.2％）の上昇を、エネルギー価格の下落幅拡大（▲2.0％→▲2.3％）とコア物

価の減速（＋0.9％→＋0.7％）が凌駕。EUR安にも拘らずコア財が鈍化したうえ、サービスも４ヶ月ぶり低

水準に落ち込んだことはユーロ圏経済の需要不足を窺わせる。ECBによる大規模量的緩和の実施可能性を高

める内容だ。 

【国内株式市場・経済指標他】～あとは上方修正を待つだけ～ 

・日本株は米株安受けて安寄り後、プラス圏に浮上。 

・日銀短観（９月調査）によると大企業製造業の業況判断ＤＩは＋13と市場予想（＋10）に反して１pt改善。

先行きは＋13が見込まれており、６月調査がボトムだったことを確認する内容。８月鉱工業生産のネガテ

ィブサプライズが喚起した疑念を一部払拭したと言えよう。他方、大企業非製造業ＤＩは＋13と前回調査

から６pt悪化。家計の実質可処分所得が落ち込むなか、夏場の悪天候や人手不足による機会損失が足かせ

になったとみられる。先行きは＋14と小幅改善を見込む。 

・今回の短観で注目すべきは雇用人員判断ＤＩの不足超拡大だろう。８月に新規求人倍率が低下し、有効求

人倍率も頭打ちになっていたことから企業の採用意欲が鈍化している可能性が示唆された。しかしながら、

雇用人員判断ＤＩを見る限り企業の人手不足感は強く、今後も積極的な陣容拡大が見込まれる。８月の失

業率は3.5％と、３％台半ばとされる自然失業率領域に突入しており、今後の更なる労働需給逼迫が賃金上

昇に繋がることは明白。これは日銀が最も期待している物価上昇のメカニズムであり、今回の結果は追加

緩和の可能性を後退させたと判断される。 

・個人的にややサプライズだったのは売上高経常利益率の上方修正。14年度計画は5.05％と2007年当時の水

準回復を見込む（大企業全産業）。日銀短観は国内事業を集計対象にしているが、結局のところ日銀短観

で集計された売上高経常利益率はTOPIXのＥＰＳと同じ軌道を描くため、株価（≒企業業績、収益力）を予

想するうえで有効なツールとなる。業績上方修正を大いに期待させる結果だ。 

 

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

7020

40

60

80

100

10 11 12 13 14

ＣＢ消費者信頼感指数

（備考）Thomson Reutersにより作成

ガソリン価格

（右、逆目盛り）

消費者信頼感指数

（前年比、％）

30

40

50

60

70

07 08 09 10 11 12 13 14

シカゴＰＭＩ

(備考）Thomson Reutersにより作成

シカゴＰＭＩ

ＩＳＭ

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

07 08 09 10 11 12 13 14

ケース・シラー住宅価格指数

３ヶ月前比年率

（備考）Thomson Reutersにより作成

（％）

前年比

1.5

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

5.5

0

20

40

60

80

100

120

90919293949596979899000102030405060708091011121314

売上高経常利益率・ＥＰＳ（TOPIX）

(備考）Thomson Reutersにより作成。予想ＥＰＳ：12ヶ月先

売上高経常利益率（右）

予想ＥＰＳ

（％）（ＥＰＳ）

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14

日銀短観 設備・雇用判断ＤＩ

(備考）Thomson Reutersにより作成 直近分は先行き

雇用

設備

不足

過剰


